
『討議要綱』（2023 年）より 

 

A 2. シノドス的教会の進むべき道、霊における対話（次ページ図参照） 
 

 参加者の間のダイナミズムは、三つの基本的なステップで表現されます。 

 

37．第 1 ステップ＝各自が発言することに専念し、それは準備の時間に祈りの中で振り返った自分の

体験から始めます。他の参加者は、一人ひとりが貴重な貢献をしているという意識をもって、議論や

討論をせずに耳を傾けます。 

 

38．第 2 ステップ＝各自が自分の中に、他者と神のためにスペースを開くよう招かれます。再度、各

自が発言の場に立ちますが、聞いたことに反応したり反論したり、自分の立場を再確認するためでは

なく、耳を傾けたことからもっとも深く感動したこと、もっとも大きな課題を感じたことを表現する

ためです。姉妹や兄弟に耳を傾けることから生まれる内なる足跡は、聖霊がそれとともに自らの声を

響かせる言語なのです。 

 

39．第 3 ステップ＝再び祈りの雰囲気の中で、聖霊の導きのもとに、浮かび上がった重要なポイント

を特定し、共同作業の成果に関する合意を形づくることです。 



 


